
追加問題　二学期第 2講 解答例

1.　 (x+ 1)10 を x2 ¡ 1で割ったときの余りを求めよ．

É解答例 Ê

(x+ 1)10 を x2 ¡ 1で割った余りを ax+ b，商を Q(x)とすると

(x+ 1)10 = (x2 ¡ 1)Q(x) + ax+ b

x= ¡1; 1をそれぞれ代入してU 0 = ¡a+ b
210 = a+ b

Ú a = 512，b= 512

よって，求める余りは 512x+ 512

2.　関数 f(x) = x2 + 3
x2 + 1

の最小値を求めよ．

É解答例 Ê

f(x) = x2 + 3
x2 + 1

= x2 + 1+ 3
x2 + 1

¡ 1　

　 ¸ 2

F

(x2 + 1) ¢ 3
x2 + 1

¡１

= 2
B

3 ¡ 1

等号成立は

x2 + 1 = 3
x2 + 1

であり (x2 + 1)2 = 3 すなわち x = §
C

B

3 ¡ 1

よって 最小値 2
B

3 ¡ 1 !x= §CB3 ¡ 1 9
3.　次の問いに答えよ．

(1) 　 4次方程式 x4 + 7x3 + 14x2 + 7x+ 1 = 0を解け．

(2) 　 5次方程式 x5 + 8x4 + 21x3 + 21x2 + 8x+ 1 = 0を解け．

É解答例 Ê

(1) 　 x = 0とすると 1 = 0となり不適であるから xË 0

両辺を x2 で割って

x2 + 7x+ 14 + 7
x +

1
x2
= 0

変形して #x+ 1
x ;2 + 7 #x+ 1

x ;+ 12 = 0
因数分解をして $x+ 1

x + 4<$x+ 1
x + 3<= 0

すなわち (x2 + 4x+ 1)(x2 + 3x+ 1) = 0

よって x = ¡2§
B

3，
¡3§

B

5
2

(2) 　 (x+ 1)(x4 + 7x3 + 14x2 + 7x+ 1) = 0

よって x = ¡1，2§
B

3，
¡3§

B

5
2





















































































4.　 xの整式 f(x) を (x¡ 1)3 で割ったときの余りが x2 + 3x+ 5 のとき，f(x)を

(x¡ 1)2 で割ったときの余りを求めよ．

É解答例 Ê

商を Q(x)として

f(x) = (x¡ 1)3Q(x) + x2 + 3x+ 5

= (x¡ 1)3Q(x) + (x¡ 1)2 + 5x+ 4

= (x¡ 1)2Q(x¡ 1)Q(x) + 1i+ 5x+ 4
よって，求める余りは 5x+ 4

5.　整式 P(x)を (x¡ 1)2 で割ったときの余りは 4x¡ 5，x+ 2で割ったときの余り

は¡4である．このとき，次の問いに答えよ．

(1) 　 P(x)を x¡ 1で割ったときの余りを求めよ．

(2) 　 P(x)を (x¡ 1)2(x+ 2)で割ったときの余りを求めよ．

É解答例 Ê

商を Q1(x)として

P(x) = (x¡ 1)2Q1(x) + 4x¡ 5 ÝÝ1

1で x = 1 として P(1) = (1¡ 1)Q1(1) + 4 ¢ 1¡ 5 = ¡1

剰余の定理から P(¡2) = ¡4

(1) 　 P(x)を x¡ 1で割ったときの余りは P(1) = ¡1

(2) 　 Q1(x)を x+ 2で割ったときの商を Q(x)，余りを rとして

Q1(x) = (x+ 2)Q(x) + r

と表せる．これを1へ代入して

P(x) = (x¡ 1)2Q(x+ 2)Q(x) + ri+ 4x¡ 5
= (x¡ 1)2(x+ 2)Q(x) + r(x¡ 1)2 + 4x¡ 5 ÝÝ10

これより P(x)を (x¡ 1)2(x+ 2)で割ったときの余りは r(x¡ 1)2+ 4x¡ 5 ÝÝ☆⃝
1
0 で x= ¡2 として P(¡2) = 9r¡ 8¡ 5 = ¡4 Ú r = 1

よって ☆⃝より求める余りは (x¡ 1)2 + 4x¡ 5 = x2 + 2x¡ 4














